
事業の計画・内容

投入資源 活動指標

①投入人員 正規職員 （人）

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源

評価指標

31

特別支援教育充実事業

上記①～③に関する特記事項

基本施策 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める

4,570 4,570

名               称コード

事 業 名 3016
担当部課名

作成者氏名

学校教育課

加納圭子

200件
1,800
2,770

目標値
年度平成 19

連   絡   先

100

２２－９６７６

H19目標値

件

単位

有効性

1,800
巡回・教育相談件数

事業の目的の成果を測る指標

個別の支援プログラム作成数
個々の状況を十分把握し、個々のニーズに合った適切な支援ができることを目
的としているので、個別の支援プログラム作成件数を指標としました。

単位

効率性

120 120

委託料
報酬

評
　
　
　
　
　
　
　
価

4,570

必要性

その他特財

4

4

4

総合評価

Ａ

2,770
1,800
2,770

4,570

4,570 4,570

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

H19 H20 H21

成果（どうなるのか）

年度平成 年度

１．伊賀市内の全保育所（園）、幼稚園、小中学校を対象に発達相談員による巡回・教育相談の実施
２．「個別の教育支援計画」の作成

終了年度開始年度

旅費 120
2,400 2,400 2,400

0.25 0.25 0.25

新規・ソフト事業

市内０歳～中学校３年生児童生徒

伊賀市　事務事業事前評価シート

19

活動指標

就学前から子どもたちの状況を把握することで、ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉
症を含めた障害のある子どもたち一人一人が求めている教育が実現しま
す。

根拠法令・要綱等平成

平成１９年４月１日から特別支援教育が実施されます。一人一人を大切にし、個別に行き届いた教育の実現を目指し
ます。

就学前から子どもたちの状況を把握し、個別の支援プログラムを作成することにより、個々のニーズに合った支援がで
きます。

発達相談員から専門的な知識を活かした助言をもらうことで、支援を必要とする子どもたちが、周りの子どもたちととも
に育っていくという視点からの「なかまづくり」や「学級集団づくり」が進められます。

その他

国県支出金
地方債
受益者負担

250 250 250


